
　　 研 究 発 表 大 会 次 第
　　　　　　　 進　行　事業部副部長　平　松　隆　行

（１）開会の言葉　　　　　　　副会長　秋　山　美栄子
（２）挨　　拶　　　　　　　　会　長　岡　野　範　嗣
（３）来賓挨拶　
　　　　大田区教育委員会指導課長　岩　﨑　政　弘　様
　　　　東京都教職員研修センター
　　　　　　　　　　　　指導主事　関　　　聡　司　様
　　　　　　　　　　　　( 代読　副会長　石田　孝士 )

（４）来賓紹介　　　　　　　　副会長　石　田　孝　士
（５）基調報告　　　　　　研究副部長　田　村　亜紀子
（６）研究発表　　　司　会　事業部長　出　町　桜一郎
　　○学級活動部
　　　「よりよい人間関係や生活をつくり、自己のよさを生かす
　　　学級活動」
　　○児童会活動部　　　
　　　「よりよい人間関係や生活をつくり、自己のよさを生かす
　　　児童会活動」
　　○クラブ活動部
　　　「よりよい人間関係や生活をつくり、自己のよさを生かす
　　　クラブ活動」
　　○学校行事部　
　　　「よりよい人間関係や生活をつくり、自己のよさを生かす
　　　学校行事」

（７）講演
　『様々な人々と協働し、よりよく生きる力を育む特別活動　
　　　～今だからこそ求められる特別活動の豊かな実践～』
　　文部科学省初等中等教育局教育課程課教科調査官　　
　　　　　　　　　　　　　 　　安　部　恭　子　先生

（８）閉会の言葉　　　　　　　副会長　今　田　喜　紀

　　◎ 令和 3 年度 ◎
       　　 東 京 都 小 学 校 特 別 活 動 研 究 会

    　　　　　　研 　 究 　 発 　 表 　 大 　 会
　令和３年度東京都小学校特別活動研究会の研究大会が、去る２月２５日（金）に大田区立入新井第五
小学校体育館を会場として開催された。本研究会では、昨年に続くコロナ禍の中「よりよい人間関係や
生活をつくり、自己のよさを生かす特別活動」を研究主題に研究を進めてきた。今年度は昨年度までの
研究を基にした基調提案を受け、学級活動部、児童会活動部、クラブ活動部、学校行事部の４つの部
会が研究を進めてきた。
　研究発表大会の概要は、次の通りである。
　研究への情熱を確認し合った大会
　大会は、開会の言葉に続き、岡野会長から次のような挨拶があった。
　「今回の発表大会は、まん延防止等重点措置や、感染状況を考えながら、
ぎりぎりまで参集型での開催する方向性でいた。しかし、オミクロン株に
よる爆発的な感染拡大の状況から、急遽開催方法を変更しリモートでの
開催とした。本研究会では初めての試みであり、事前に十分に準備は
したものの、配信については不安がある。そこで、発表会翌日からユー
チューブでの配信を行うこととした。また、研究紀要のデータをホーム
ページに掲載するなどの対応を行っているので合わせてご覧
いただきたい。
　さて、このような状況ではあったが、今年度の成果として
次の２点をお示ししたい。
　１点目は、４研究部会が、それぞれ２回、計８回の授業実
践を行うことができたことである。 本研究会の特色は何と
いっても、仮説を授業実践を通して検証していくことにある。
感染状況を見ながらの実施ではあったが、各研究部員の努
力とともに、研究会場を提供していただいた各校に感謝申し
上げたい。研究内容については後ほど発表させていただく。
　２点目は、研究会として、今後重要になるリモートへの対
応も積極的に行ったことである。本発表大会だけではなく、
それまでの研究部会や役員会などもリモートで行い、今後の
部会の在り方を広げることができた。同時にホームページの
充実を行い研究会として活動を発展させていることを紹介
した。ホームページでは過去の紀要も閲覧できるようにして
いるので、ぜひ参考にしていただきたい。」
　そして、本日の講師の安部恭子先生、大田区教育委員会
岩﨑政弘指導課長や教職員研修センターを始め、研究を支
えていただいている都ならびに大田区教育委員会や各区市
町村教育委員会、理事の先生方に感謝の意を伝え、挨拶を
結んだ。
　続いて、ご多用の中ご列席いただいた来賓・顧問の先生方
の紹介の後、田村研究副部長より研究基調報告がされた。
　続いて各研究部が、リモートへの対応を工夫しながら１年
間の研究内容や成果・課題の発表を行った。（詳細は、２・
３ページ参照）
　最後に、文部科学省初等中等教育局教育課程課教科調
査官　安部恭子先生から指導講評と『様 な々人 と々協働し、
よりよく生きる力を育む特別活動～今だからこそ求められる
特別活動の豊かな実践～』との演題で講演いただいた。令
和の日本型教育の実現のポイントや指導の充実に向けて多く
の示唆をいただいた。途中機器の不調があったが、先生の
臨機応変なご対応もあり、より一層充実した会となった。
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１　発表者
　　関　田　裕　子　主任教諭（世田谷区立松原小学校）
　　秋　本　麻　美　主任教諭（葛飾区立金町小学校）
　　菊　地　佑　太　教　　諭（小金井市立東小学校）
２　研究発表
　 （１）研究内容
　これまで児童会活動部で捉えてきた「人間関係」「社会参画（自己
有用感）」「自己実現」は以下の通りである。
　人間関係形成
　よりよい人間関係を築くために、児童会活動では「上級生は下級生
に対して思いやりの気持ちをもって接し、下級生は上級生にあこがれの
気持ちを抱いて協力できる」ような、異年齢集団活動を通して、他の
学年との人間関係を豊かに形成する力を付けることが必要であると考
えた。このことは、児童の発意・発想を生かした活動に参画していくこ
とで身に付けていくことができる。
　社会参画（自己有用感）
　「『自分は必要とされている』『自分は役に立っている』と思える感情」
と定義し、それは他者に認められてはじめて得られるものであると考え
た。このことは、上述の「人間関係」を豊かにすることと関連が深い。
　自 己 実 現
　「異年齢交流活動の中で、『自分のなりたい姿』を目指して、全校
のみんなのために、その活動の目的や意義を達成していくこと」と捉えた。
このことは、上述の「社会参画」していく活動を通して、実現していく
ものと考えた。今年度は、全体研究主題「よりよい人間関係や生活を
つくり自己のよさを生かす特別活動」を受け、以下の視点に沿って手
だてを講じ、本部会の研究主題「よりよい人間関係や生活をつくり自己

　（２）３つの視点の有効な手だて
　（ア）学級の全員が納得する合意形成の工夫　
　（イ）「学級の目標」の可視化と実践への工夫
　（ウ）活動のよさを認め、価値付ける終末の助言の工夫　　
　（エ）個々の活動を価値付けたカード作成と可視化の工夫　
　（オ）「振り返り」の時間や、振り返りカードの工夫　
　（カ）自分や学級全体の成長に気付く振り返りの工夫
　（キ）計画委員会を活性化させる指導の工夫　
　（ク）発達段階による「捉えておきたい『学級会』の観点」などによる実態把握の工夫
　（ケ）前回の学級会を踏まえた、次回の目標設定の指導の工夫
　（コ）実践活動において、自分や仲間のよさを実感し、自分を見つめ直す工夫
３　研究の成果と今後の課題
　（１）研究の成果
　・一人一人のよさを価値付けるために、活動の様子や児童の振り返りから、
　自他のよさや頑張り、協働につながる姿を学級会レターにして発行したり、
　集会の振り返りを新聞にして掲示したりした。これらの手だてにより、児童
　が同じ目標に向かって活動することにつながった。（視点１）
　・ICT 機器を活用し、議題、提案理由、話合いのめあてや決まっているこ
　とを共同編集機能に蓄積させた。また、振り返りを表計算ソフトに蓄積さ
　せた。これにより、今までの学級会を振り返りながら、自分たちでどうしたら
　よいのかを考えて行動したり、児童が自身の成長を感じたりしながら活動
　を進めることができた。（視点１、２）
　　・自分や学級全体の成長に気付かせたり、係や学級への所属意識を高め
　たりするために、友達のよさを発表する場を帰りの会などで設けた。これら
　は自己有用感につながった。（視点３）
　（２）今後の課題
　・学級会では直接児童が話し合いをする活動を重視していきたい。そのた
　め、タブレット端末を上手く活用し、目標に合った使い方ができるよう、どの
　ような場面でどの機能を使用するのが適切なのか等の例や留意点、タブ
　レット端末を使用する上での危険性を提示していく必要がある。タブレット
　端末を使用した様 な々活動例を集めて、よりよい活用方法を見つけていき
　たい。（視点１、２）
　・学級の実態を捉えるための手立てである
　「捉えておきたい『学級会』の観点」の文
　言を見直す必要がある。意思決定と合意
　形成、自己決定と集団決定は質が異な
　るため、それぞれ意味を理解し、区別して
　適切に使用する。（視点３）

のよさを生かす児童会活動」に迫ろうと考えた。
　（２）研究の視点
　◇視点１「みんなとともに生きていく力を育てる指導の工夫
　　　　　　( 人間関係形成 )」
　◇視点２「よりよい集団をつくろうとする力を育てる指導の工夫
　　　　　　( 社会参画 )」
　◇視点３「なりたい自分に向けてがんばる力を育てる指導の工夫
　　　　　　( 自己実現 )」
３　研究の成果と今後の課題
　 （１）研究の成果
〇年度当初の委員会活動でオリエンテーションを行うことや、計画から
　振り返りまでの一連の活動を継続すること、児童の発意・発想を生
　かした自治的活動の場を保障することで、「全校のみんなのために」と
　いう目的や意義を達成する活動につながることが改めて確認できた。
○全校児童から収集した意見をどのように生かしていくか分類・整理し
　ていくことで、一つ一つの意見を大切にすることができた。
〇提案理由を具体的にし、児童間で共通理解を図ることで、活動の
　目的や意義が明確になり、「（本部会で定義した）自己実現」を図
　ることにつながった。
　（２）今後の課題
〇全校児童から収集し整理・分類した意見を全校児童に伝えることで、
　児童会活動の目的や意義が共通理解していけるように、継続して指
　導を進めていくことが大切である。児童会のめあてを達成するための
　活動を積み重ねていくことが必要である。
○基本的な代表委員会や委員会活動の在り方（「児童の発意・発想
　を生かした自治的活動」の場を保
　障すること、「計画」から「振り返り」
　までの活動を一連の活動としてとら
　えること）についてさらに見直し、　
　より多くの学校に広めていく。
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１　発表者
　　大　野　和　代　指導教諭（足立区立千寿第八小学校）
　　髙　橋　美　衣　主幹教諭（中央区立月島第二小学校）
　　二本木　　　基　主幹教諭（日野市立日野第五小学校）
２　研究発表
　（１）研究内容
　学習指導要領には、「学級生活の充実と向上を目指し、他者と協力したり、
個人として努力したりしながら、自主的・実践的に取り組むことにより、活動
することの楽しさや成就感・達成感を得たり、自己有用感を高めることにつな
がる。」とある。特別活動がこれまで教育課程上果たしてきた役割を踏まえて、

「人間関係形成」「社会参画」「自己実現」の３つを視点としつつ、「知識・
技能」「思考力・判断力・表現力等」「学びに向かう力・人間性等」の３
点の柱に沿って、資質・能力が整理されている。
　本研究会の主題である「よりよい人間関係や生活をつくり、自己のよさを
生かす特別活動」を受け、学級活動部では、「自己のよさを生かす」とは、
自分の興味のあることや自信のあることが分かること、自分の興味があること
や自信のあることを行い、友達や学級に貢献すること、また、自分の思いや
願いを叶えられること、学級の中に自分の居場所や役割があることと捉えた。
　学級活動においては、学級という集団の中で、様々な問題を自分たちで
見付け、解決方法について話し合い、合意形成を図る。そして、合意形成
したことをもとに実践し、解決につなげていく中で、自他のよさや可能性を広
げたり、活動することへの達成感や充実感を得たり、自己有用感を感じたり
することができる。
　そして、その経験の積み重ねが生涯にわたって、集団や社会の一員として、
また社会の形成者として、たくましく生き抜く資質や能力へとつながる。
　主題を設定して２年目となる今年度は、学級活動における「人間関係形成」

「社会参画」「自己実現」を捉え直し、本時の活動（解決方法の話合い・
解決方法の決定）における児童の言動を具体的に価値付けていくとともに、
指導の充実や指導と評価の一体化を図った。
　視点１「みんなとともに生きていく力を育てる指導の工夫（人間関係形成）」
　視点２「よりよい集団をつくろうとする力を育てる指導の工夫（社会参画）」
　視点３「なりたい自分に向けてがんばる力を育てる指導の工夫（自己実現）」

◎ 学 級 活 動 部 ◎
『よりよい人間関係や生活をつくり、

自己のよさを生かす学級活動』

◎ 児 童 会 活 動 部 ◎
　『よりよい人間関係や生活をつくり、

自己のよさを生かす児童会活動』



　　第６学年　学級活動（３）移動教室の事前指導
　　「107 人の仲間と輝き、共に成長し合う本栖移動教室にしよう」
　　→行事で「身に付けたい力」を意識させることにより、日常生活やそ
　　　の後の学校行事で、学校全体のために発揮できるようになった。
◇実践事例２　１２月２１日（火）　北区立西浮間小学校　
                                                      檜山　真理子　主任教諭
　　第１学年　学級活動（３）学芸会の事後指導
　　「１ねん４くみ　がくげいかい　ジャーーーーンプ　大さくせん」
　　→ジャーーーーンプという「―」の数だけ学校行事を積み重ねている
　　　ことを可視化することで、「身に付いた力」を実感できた。その力を
　　　学校生活に生かそうと目標が立てられた。
◇今日的課題に対応するための工夫
　　　　　　　　　　北区立浮間小学校　松本　明子　主任教諭
　　第４学年　学級活動（３）移動教室の事前指導
　　「那須移動教室エンジョイ大作戦」～行ったつもり移動教室～
　　→実施２日前に中止が決定されたが、全校協力の元、学校で実施し
　　　た「行ったつもり移動教室」は、意図的な事前指導や過程の積み
　　　重ねの結果であった。
３　研究の成果と今後の課題
 （１）研究の成果
　・新しい生活様式の中、学校ごとに異なる学校行事の内容や児童の実態に
　合わせてねらいを立てて、そのために必要な事前・事後指導における手だ
　てを検証することができた。
　・学校行事の事前・事後指導を意図的に行うことで、児童一人一人が自分
　の役割を認識し、集団の中で所属意識をもって、よりよい集団をつくろうとす
　る意欲を高めることができた。
　・学校行事ごとに事前・事後指導を意図的・計画的に行い、年間の行事の
　つながりを意識しながら積み重ねていくことで、児童や行事に関わった教職
　員が学年や学級という集団での成長を実感し、共有することができた。
 （２）今後の課題
　・学校行事を研究している学校だけで
　なく、どの学校でも、また誰にでもでき
　る事前・事後指導の手だてを考えて
　発信できるようにすることが必要である。
　・様 な々方法の思考ツールを普段から
　使い、学校行事の振り返りなどで活
　用できるようにしていく。
　・児童の思考が深まるような効果的な
　板書方法を探っていく。

　・教師が見取った活動のよさ、児童が見付けた互いのよさや可能性、終末
　の助言で取り上げた成果や課題などをクラブ通信にまとめ児童に配布した。
　児童は、振り返りや頑張りが紹介される嬉しさや達成感を感じることで、次回の
　活動への意欲を高めることができた。また、振り返りを基にして、活動計画
　を立てることで、児童の思いが生かされる活動になった。
　・ＩＣＴを活用し、児童間のよいところ見付けや振り返りを共有することで、こ  
　れまで以上に児童間で互いの考えが分かるようになった。また、教師からの
　価値付けや次回に向けての課題の問い掛けをすることができた。
②よりよい集団をつくろうとする力を育てる指導の工夫（社会参画）
　・同好の仲間と自分たちの力で活動をつくり上げていくために、一人一人の
　思いを生かしてクラブ全体の目標を決定したり、４月に「クラブ活動でしたい
　こと」をアンケートに取ったりしたことで、毎時間のめあてが具体的になった。
　また、学期毎の個人目標を決める際にも生かされ、自分の力を発揮しながら
　活動することにつながった。
③なりたい自分に向けて頑張る力を育てる指導の工夫（自己実現）
　・短作文やクラブカードの内容の変容に着目するよう助言し、児童が自分のよ
　さや可能性に気付けるように指導したことで、自分自身のことや異年齢との
　かかわりについて成長したと実感することができた。
④３つの視点全てにかかわる指導の工夫
　・パワーアップカードを活用し、計画、活動、振り返り、成果の発表のそれぞれ
　の児童の様子について、記録したものを随時可視化していくことで、回を重
　ねるごとに自分たちの頑張ってきたことや成長を実感することにつながった。
　また、児童間のよいところ見付けにも生かされた。司会グループがより意欲的
　に活動を進めたり、異年齢小グループでの活動中の交流が深まったりした。
　・国立教育政策研究所作成「指導と評価の一体化」のための学習評価に
　関する参考資料（小学校編）を基に、評価規準を作成した。また、毎時
　の授業においては、目指す児童の姿から特に重点化を図る点について、
　発達段階に応じた各学年の目指す児童の姿を具体的に設定した。評価体
　制を確立し、担当教師で共通理解を図ったことで、児童のよさや可能性を
　３つの視点から評価し、指導に生かすことができた。
 （２）今後の課題
　・ クラブにおける個性の伸長と人間関係性・社会参画・自己実現を関連付け、
　指導の充実を図っていくために、〇〇
　クラブの目標を決める際に上記３つの
　視点との整合性をとって指導していく。
　・「クラブ活動で育つ力」にある具体的
　な姿に迫っていくために、今年度から
　手だてに加えた「パワーアップカード」
　について、次年度さらに有効に活用して
　いく。また、ＩＣＴの活用についての研
　究も深めていく。

１　発表者
　　四　本　真　美　主任教諭（大田区立嶺町小学校）
　　平　山　かおり　主任教諭（目黒区立鷹番小学校）
　　榎　本　誠　太　教　　諭（世田谷区立塚戸小学校）
　　竹　田　桃　子　教　　諭（練馬区立上石神井北小学校）
２　研究発表
 （１）研究内容
　新たな研究主題での１年目となった令和２年度は、コロナ禍で学校行事
はどの学校でも実施の可否の決断に迫られた。限られた環境下で、いかに、
よりよい人間関係や生活をつくり、自己のよさを生かせるのか。また、そこに
近付くための資質・能力とは何かを模索することから研究を始めざるを得な
かった。しかし、「できないからやらない」のではなく、「今ある環境でベス
トを尽くす」前向きな姿勢こそが、研究主題に迫ることと考え、実践、検
証を進めた。情報共有の場として掲示板を活用したことで、共に活動でき
なくても児童が互いのよさを伝える機会が増えるとともに、成長の過程や活
動への見通しを共有して行事に取り組めた。また、事前・事後指導で行
事のつながりや身に付けた力を明確にすることで、自他のよさや可能性を実
感でき、自信を付けるとともに、日常生活や次の行事への意欲を高めること
ができた。
　本主題を設定して２年目となる今年度は、これまでの研究で積み重ねて
きた行事をつなぎ、身に付けた力を次の活動へとつなげていく過程を大切
にしながら、「人間関係形成」「社会参画」「自己実現」を相互に関連
付けて実践し、学校行事で育成する資質・能力を明らかにしていった。
さらに、四部共通の研究主題、視点にしたことで、東京都下で同じゴール
に向かって研究しているという一体感が生まれ、共通しているからこそ、そ
れぞれの部に合った手立てとは何なのか。ということを互いに深めていけた。
◇視点１「みんなとともに生きていく力を育てる指導の工夫（人間関係形成）」
◇視点２「よりよい集団をつくろうとする力を育てる指導の工夫（社会参画）」
◇視点３「なりたい自分に向けてがんばる力を育てる指導の工夫（自己実現）」
 （２）実践事例
◇実践事例１　１０月２７日（木）　中央区立有馬小学校　
　　　　 上野　純　教諭・藤原　涼太郎　教諭・水谷　造　教諭
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１　発表者
　　梶　井　　　綾　主任教諭（目黒区立八雲小学校）
　　大　月　香　織　教　　諭（足立区立古千谷小学校）
　　髙　畠　　　誠　教　　諭（足立区立保木間小学校）
２　研究発表
 （１）研究内容
　クラブ活動は、異年齢集団活動の楽しさを味わい、自分たちの手で活動を
つくり出すための方法の理解、人間関係をよりよく構築していくための相手を意
識した思考力、多様な仲間の個性を受け入れ助け合ったり協力し合ったりして、
よりよい人間関係を築こうとする態度といった、資質・能力を育てることができ
ると考える。
　また、自他のよさや頑張りに気付き伝え合っていくことで、異年齢の人間関係
を育み、自分たちのクラブ活動をよりよくするための課題に気付き、その課題を
解決しながら、自分のよさや可能性を将来にわたって追求しようとする姿が期待
できる。さらに、これらの一連の活動を繰り返していくことで、自己肯定感や自
己有用感の高まりも期待できる。
　本主題を設定して２年目となる今年度は、これまでの研究で積み重ねてきた、
毎時間及び年間の活動がよりよく展開されるよう指導の充実を図ることで、令
和２年度に捉え直したクラブ活動における「人間関係形成」「社会参画」「自
己実現」を意識して指導し、目指す児童像の達成に向けて取り組んだ。また、
評価規準を見直し、指導の充実や、指導と評価の一体化を図った。
　視点１「みんなとともに生きていく力を育てる指導の工夫（人間関係形成）」  
　視点２「よりよい集団をつくろうとする力を育てる指導の工夫　（社会参画）」
　視点３「なりたい自分に向けてがんばる力を育てる指導の工夫（自己実現）」
 （２）３つの視点の有効な手だて
　視点１ ⑴互いのよさを書いたメッセージカードの交換　⑵クラブ通信の発行
　視点２ ⑴目標の決定　⑵情報提供
　視点３ ⑴目標やめあての達成のための助言の工夫
　視点の３つに共通する手だて　⑴パワーアップカードの活用
 （３） 研究授業
　目黒区立八雲小学校　手芸クラブ 足立区立古千谷小学校　紙飛行機クラブ
３　研究の成果と今後の課題
 （１）研究の成果
①みんなとともに生きていく力を育てる指導の工夫（人間関係形成）

◎ ク ラ ブ 活 動 部 ◎
『よりよい人間関係や生活をつくり、

自己のよさを生かすクラブ活動』

◎ 学 校 行 事 部 ◎
　『よりよい人間関係や生活をつくり、

自己のよさを生かす学校行事』



げられ「我が国の学校に特徴的な特別活動が、子供たちの円滑な学
校への復帰や、全人格的な発達・成長につながる」と人格形成の観
点からも特別活動が注目された。また、よりよい人間関係作りが各学習
の質の向上にも有効であるとされている。特に現在グループ学習の重
要性が言われる中、特別活動と各教科の往還は大切である。
　令和の日本型教育（中教審答申）では、予測不能な時代に向かう
子供を育てることが必要だとされ、そのためにも未来を見通した学習
指導要領の適切な実施が必要である。特に今回前文が示されたことは
特徴的で、個別最適な学びと協働的な学びがキーワードとなっている。
実現のためには指導の工夫も重要だが、子供自身が自分の学習を調整
できる能力を身に付けられるようにすることがより重要である。個別最
適化のためのタブレットを活用した学習は有効である反面、孤立した
学習になってしまう危険がある。孤立ではなく、協働で学べるようにす
ることが重要となる。特別活動では、自分で目当てをたてて、それに向
けてどのように実践していくかを考え、教師がサポートをするという活
動も個別最適化の学びの一つとなる。
　特別活動の資質・能力で大切なのは汎用的な力を身に付けることで
あり、それがスパイラルに次に（学校から家庭や社会）つながっていくこ
とである。この時に気を付けなくてはいけないのが３つの資質・能力を
意識した指導を行っているかである。特別活動の指導の課題は、とも
すると活動そのものに意識が向きすぎてしまうことであり、事前から事
後まで資質・能力の育成を意識した指導を行うことが求められている。
　学級活動、児童会活動、クラブ活動、学校行事の関係はそれぞれ
往還の関係にある。それと同じように教科と特別活動も往還の関係に
ある。例えば、学習発表会は各教科の学びを発揮する場であり、国
語や社会での話合いの学習は、学級活動で行った話合いでの経験が
生かされる場である。特に合意形成に着目すると話合いの仕方を教え
ることも必要だが、話し合ってよかったという実感を与え、経験を積ま
せることが大切で、その実感がなければ話し合う意味がないと考える。
ICTは道具として考えると、分類整理には有効であり、ＩＣＴを使うこ
とで、話し合う時間がとれるという良さがある。ただリモートは一方向
になりがちなので双方向になる工夫が必要である。また活用についても、
学習過程にあったものにすることが大切なので、動画など視聴させる
際も何を目的としているのかを明確にすることが必要である。
　特別活動では、「振り返りを生かして自己指導能力をつける。」「なり
たい自分に向けて自己実現の力をつけていく。」ことが大切でこの力が
自己の存在感を感じながら、生徒指導の充実につながっている。特別
活動と生徒指導との関係は深く、自己指導能力を育成することについ
てはリンクしていると考えられる。道徳や総合でも地域と関わる活動が
あるが、特別活動は、自分たちの生活や人間関係をよりよく改善してい
く。なりたい自分に向かって努力し自分で目標を設定していく活動であ
ることが特徴である。その実現のためには場や機会の充実を図り、「で
きない時の工夫を子供たちと考える。合意形成のプロセスでは、互い
の意見を共感的に受け止めたり、自分の意見を自らの言葉で伝えたり
する。」という経験を重ねていく。合意形成についても方法を教えるの
ではなく、話し合っている友達がどのようにしたら納得できるのか、取
り上げられなかった意見をどのように生かしていくか考えられる子供を
育てる事に重点を置く必要がある。そのためにも何が大切なのか子供
が分かる提案理由に基づいた議題で話し合う必要がある。特別活動は、
各教科の学びをつなぐ、社学校と実社会をつなぐ、今と将来をつなぐ、
ものである。
　本日の研究発表や紀要を参考に、各学校で生かせるものを取り入れ
て、子供たちの笑顔を見られる学級、学校生活を子供とともに作って
ほしい。そのためにも先生たちが笑顔になれるようにしてほしいと願っ
ている。　（ 文責　 浅野 ）

　本日は、リモートで参加されている先生方
がいらっしゃると思いますが、子供たちに「主
体的、対話的な深い学び」を実現させていく
ためには、先生方が主体的に学ぶモデルと
なることが大切である。このことからも、今回
の４研究部の発表は素晴らしかったと感じて
いる。紀要の表紙を見ると子供たちが生き生
きと活動している様子が分かり、内容も楽し
い学級生活、学校生活を送ることが社会に
出てからの活躍につながるものだと感じられるとともに、実践を各学校
で生かしていって欲しいと願うものになっている。本研究会の研究主
題は、特別活動が大事にする資質・能力の視点が３つとも入っている
とてもいい主題である。この主題をもとに各研究部が授業実践を通し
て研究を推進したことも素晴らしく、さらにリモートの活用などにも取り
組み、できることをすすめていたり、過去の研究に学んでいたりする姿勢
も評価できる。また、昨年度から４研究部会が共通の視点で研究に取
り組んでいることも大切である。その上で、研究の視点を明確に分かり
やすく示していることで、各学校が参考にしやすいものとなっている。
　学級活動部は、主題にせまるための工夫をすれば、よりよい学級活
動ができるという仮説に基づき自己のよさを生かすということはどういう
ことかを明確にする工夫がされている。合意形成は納得解をみんなで
作って決めていくということであり、決めたことを実践するための話合
いであるということを指導を通して、児童も意識できたのではないかと
感じる。
　児童会活動部は、　発意発想を生かす場の保証や異年齢の交流活
動という特質を生かした仮説から授業実践を行っている。代表委員会
の活動計画を子供たちが立てることで自分たちの活動になる。憧れや
思いやりの気持ち、自己有用感を高める異年齢ならではの特質である。
たてわり活動は学校で設定した活動ではあるが、その集団を児童会活
動などで生かしていく考え方も必要である。
　クラブ活動部は、できないからやらないではなくできることを工夫す
るという考え方で実践していた。とはいっても令和２年度は壊滅状態
でクラブ活動自体を縮小している学校もある。しかし、子供たちも楽し
みにしている活動であり、できることをしていくという姿勢が自分らしく
生きているための方法や場の設定につながっている。自他の成長に気
づくクラブ通信などの具体的な方法をできる範囲で行って欲しい。クラ
ブ活動は一人一人が活動してしまうことにもなる恐れがあるので一緒に
進めるという発想も大切である。
　学校行事部は、大きな集団の中で活動することが特質であり、その
中で自分の目当てをもつことが大切である。また、学校行事の意義を
意識させるための事前指導の大切さにも触れていて素晴らしい。学校
行事の意義を考えさせる。前の行事の課題を次回の行事にいかす。自
分の目当てについて事後指導を行い、その後の学校生活に生かす。学
校行事は思い出作りではなく資質能力を育成することが大切であること
がわかるものであった。
　各部の発表から自分の学校に生かせるものは何かという意識をもち、
参考にしながら各学校で実践を進めて欲しい。また、４研究部は、今
後も同じ方向を見つめて研究を進めていって欲しい。　
　中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会から、臨時休業
明けの課題として、「学級づくりの取り組み」や「学校教育は児童生徒
同士の学び合いの中で行われるという特質をもつ」ということが取り上
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講　演／「様々な人々と協働し、
　　　　　よりよく生きる力を育む特別活動
　 ～今だからこそ求められる特別活動の豊かな実践～」
講　師 ／ 文部科学省初等中等教育局　教育課程課
　　　　　　教科調査官　安　部　恭　子　先生

都小特活 研 究発 表大会 記念講演

　　会報110 号をお届けします。校務ご多用のところ、
　ご協力いただきありがとうございました。
（浅野、関、酒井（敬）、藤井、伊勢、関田、酒井（博）、伊藤、梶原）

編 集 後 記


